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●上下流交流事業（森林体験）●上下流交流事業（森林体験）
●環境学習支援（湘南学園）●環境学習支援（湘南学園）
●森づくり推進事業（森林環境譲与税）●森づくり推進事業（森林環境譲与税）
●連載（川の記憶 (25)　ほか）●連載（川の記憶 (25)　ほか）
●総会報告●総会報告

TOPICS
●第 28回　流域シンポジウム

入会のご案内
　協議会では、いっしょに活動していただけ
る方の入会をおまちしています。
　桂川・相模川の水環境の保全や再生のため、
クリーンキャンペーンや、上流・下流との交
流事業など、さまざまな活動を行っています。
お問い合わせは事務局まで。

あなたのその力が
豊かな水環境を創ります

表紙写真／撮影場所：相模原市緑区青野原の寺入沢林道の沢　　写真提供：神奈川県環境農政局緑政部水源環境保全課
本紙に対するご意見・ご感想を下記事務局までお寄せ下さい。

 発行　桂川・相模川流域協議会
編集　あじぇんだ 113編集委員会

桂川・相模川流域協議会ホームページアドレス　http://katurasagami.net/
事務局　山梨県林政部富士・東部林務環境事務所　〒 402－0054 都留市田原２丁目 13－43　　TEL.0554－45－7811  FAX.0554－45－7807
　　　　神奈川県環境農政局緑政部水源環境保全課　〒 231－8588 横浜市中区日本大通１　  TEL.045－210－4352  FAX.045－210－8855
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本誌に掲載する原稿を募集します。
採用された方には粗品を贈呈いたします。
みなさんからのご応募をお待ちしています。
募集要項
・テーマ「あなたの好きな流域の風景」
・A4・1ページ（８００字程度と写真数枚）
※応募原稿は自作未発表のものに限ります

応募方法
お名前、ご住所、お電話番号を明記の上、事務局あて郵送又は
メール（ft-rinmuk@pref.yamanashi.lg.jp）でお送りください。

原稿
大募集

　2022 年度の流域シンポジウムを、11月 13日（日）に山梨県上野原市内で開催予定です。新型
コロナウイルス感染症の状況を踏まえながら、対面で開催できるように準備を進めています。
　今回はメインテーマを「森を動かす Part Ⅱ」、サブテーマを「木育～木のぬくもりに触れてみよ
う～」として、午前と午後の 2部構成で行います。

日時：2022年 11月 13日（日）10時～ 16時
会場：上野原市八重山地区（午前）、上野原市立もみじホール（午後）
内容：森林体験、シンポジウム
方法：対面、オンライン

午前の部「森林体験」
　北都留森林組合の方を講師にお迎えして、森林につ
いてのお話と、間伐体験を予定しています。
　森の中で、木の役割や森の役割についての話を聴い
たあと、森を育てるために行う間伐を実際に木を切っ
て体験する予定です。

※　お子様の保育
お子様連れの参加者を対象に、午後のシンポジウ
ム開催中にお子様をお預かりする保育スペースを
設けます。（保育士が常駐します）

　詳しいスケジュールや申し込み方法等について
は、協議会のホームページに随時掲載していきま
す。ぜひ、ご参加ください。

桂川・相模川流域協議会ホームページ
http://katurasagami.net/

午後の部「シンポジウム」
　森林環境譲与税について、東京大学大学院の蔵治光
一郎教授による講演と、税を活用して実際に事業を
行っている自治体からの事例発表を予定しています。
　森林の機能を維持していくため、間伐をはじめとし
た森林の整備に必要な財源の確保を目的に 2019 年
度に創設された森林環境譲与税について、税の仕組み
や、税を活用した取組事例を学ぶ予定です。



実施日：2022年 7月 17日（日）

　新型コロナウイルスの感染拡大で実施が見送られていた上下流交流事業が、3年ぶりに上
野原市・八重山で開催されました。
　八重山は、桂川・相模川の上流の山。清らかな水を育む森林を観察し、水を作り出す山々
はどのように守られているのか。上流部の森林で林業体験をすることで、山・川・水を考える。
　天候を気にしながらの開催でしたがバッチリ晴れて、山が水を蓄える様子も感じられ、素
晴らしい時間を過ごせました。

パノラマ台からの山々   ② ①

上野原市八重山での森林体験

　標高 531mの八重山は、上野原市街の里山です。1929年、上
野原で生まれ育った水越八重さんが、上野原のまちと上野原小学
校に、お世話になった恩返しにと寄付し、それにちなんで命名さ
れました。山名が人名に由来する珍しい山です。周辺一帯は「見る・
聞く・嗅ぐ・触る・味わう」という「八重山 五感の森」として整
備され、見事な展望が開けているのが特徴です。
引用元：上野原市ホームページ
（発見うえのはら - 八重山 (hakken-uenohara.jp))
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伐採について
伐採体験
感想シェアリング
現地出発（帰路）

　集合場所の上野原中学
校・校門前から登山道に入
り、枯沢沿いの植林を登っ
て行きます。次第に登りが
きつくなり、途中、ベンチ
の置かれた高台で休憩。登
山道の両側にはヤマユリや

子ども達の図鑑を見る様子

伐採体験

　午後は、北都留森林組合
の方々の指導で伐採体験。
こども達 1 人 1 人にヘル
メットとノコギリが渡さ
れ、緊張の面持ちで装備。
伐採の手順の説明を受けて
2班に分かれて伐採作業を

開始しました。切る木の前に立って、受け口、追
い口と順にこども達全員で切り進めていきまし
た。「はい、倒しますよ～～！」との指示で、木
に掛けられたロープをみんなで力を合わせて引
く。バサバサという音と共に木が傾き、ドスンと
いう響きと一緒に木が倒れ、一同は大歓声。

伐採の説明

のこぎり装着 木を切る

倒木

こどもたちの感想

・楽しかった。展望台まではきつかったけど、
登り切った時は、すごく気持ちよかったです。

・ミヤマクワガタを見つけた。そしてカエルが
山にいたのでビックリした。

・みんなで力を合わせれば木を切ることが出来
ると解って、凄いと思いました。

桂川・相模川上下流交流事業 2022

場　所：上野原市　八重山
参加者：52名（神奈川県 42名　山梨県 10名）

協力　：北都留森林組合
報告者●日向 治子／市民会員

ホタルブクロが見られ、満開のネムノキの花が、
ほっとするひとときを与えてくれました。そこか
ら展望台まではやや急な登りとなり、最後は階段
を上がり、山頂付近の木造の展望台に到着。張り
出したテラスからは、陣馬山、石老山や道志、丹
沢の山々が見渡せました。
　子ども達は図鑑を片手に、付近の植物や昆虫の
探索に夢中。なんとミヤマクワガタとも出会いま
した。



④③

桂川・相模川流域協議会ＨＰを通じて依頼のあっ
た２件の学習支援を報告します。

学校法人 湘南学園中学校（藤沢市）
総合学習校外フィールドワークを支援しました
報告者●中門 吉松／市民会員

１．中学 2 年 C 組“川を守っている人から学ぶ”
7 月 1 日（金）9 時に JR 相模線宮山駅で生徒 34
名、先生 2 名を迎えて、相模川左岸神川橋下河
原まで歩いて移動して校外学習フィールドワーク
の支援を行った。

【相模川左岸神川橋下河原での体験学習】

“相模川河原でフィールドワーク”
午前：体験学習、午後：講義による学習

時間

午前

昼食

午後

場所

相模川左岸

神川橋下河原

内容
① 河原のゴミ拾い
② 川の生き物調査
③ 相模川の石ころビンゴ

⑥ 川の生物と河川環境
⑦ 生活は海の入り口
⑧ 神川橋下河原の植物

④ 鮎の塩焼き
⑤ スイカ割り

寒川町民センター

先ず最初に河原のゴミ拾い

川の生き物調査

相模川の石ころビンゴ

相模川産まれの鮎の塩焼きを食べました

ゴミを拾い、河原での体験を楽しみました。

【寒川町民センターでの講義による学習】
・川の生物と河川環境（内水面試験場 勝呂尚之
  さん）
・生活は海の入り口（日向治子さん）
・神川橋下河原の植物（河合靖さん）

【寒川町民センターでの講義による学習】
・SDGs 持続可能な世界へ 相模川の果たす役割
・カワラノギク保全活動紹介（榎本順次郎さん）
   *1、*2 は中学 2 年生の⑦⑧と同様の講義
・流域治水プロジェクト（京浜河川事務所 澤村
  さん）

内水面試験場勝呂さん「川の生物と河川環境」のお話
【相模川左岸神川橋下河原での体験学習】

生徒さんからお礼のあいさつがありました

[ １のまとめ ]
　猛暑日のために移動途中で体調を崩す生徒も出
たが、学習会終了時は全員元気に帰路についたの
で安心した。成果発表では質の高い、学びの濃い
内容だったとの報告も頂いた。

２．中学３年“環境改善のための活動を知ろう！”
　7 月 6 日（水）9 時に JR 相模線寒川駅でフィー
ルドワーク参加の 7 名の学生を迎えて、支援メ
ンバーも少人数で対話し易い環境で実施した。

“相模川での活動を紹介して体験で学ぶ”
（１）講義による学習    （２）体験学習

(1)

(2)

昼食

場所

寒川町民センター

内容

⑨ 持続可能な相模川へ
⑩ カワラノギク保全活動
*1 生活は海の入り口
*2 神川橋下河原の植物
⑪ 流域治水

⑫ 河原のゴミ拾い
⑬ 河原の生き物調べ相模川左岸

神川橋下河原 昼食を取りながら懇談

[ ２のまとめ ]
　グループ 7 名で明るく楽しそうに学んでくれ
て良かったです。体験学習の時間が短くて残念で
したが、学んだことを他の学生と共有してこれか
らの環境活動に生かしていくことを期待します。

相模川渡し場跡を説明

川に触れてみよう

短い時間でしたが楽しく学びました



 ⑤  ⑥

流域で考える森づくり
森林環境譲与税の活用交流会
日時：2022年 7月 7日（木）
場所：オンライン
主催：桂川・相模川流域協議会　森づくり専門部会　
参加者：15団体　行政 (6)　森林組合 (8）林業者 (1）
報告者●●清水 絹代（市民会員）

目的：森林環境譲与税導入から４年目に入り、各自治体では税がどのように活用されているのか関心が深まっ
てきた折り、自治体・森林組合・林業者等から「税の活用に関しての情報交換する機会がほしい」との声が多
く聞かれた。各地域ごとの課題に対応する税の活用に向けて、課題・提案などを出し合い、事例報告を交えて
の意見交換会を通して、上下流でのさまざまな繋がりの機会とする。

レクチャー要約
講師：蔵治光一郎氏　東京大学大学院農学生命科学研究
科教授
・先ずこの交流会の「目的・出発点の共有」は、流域協
議会のアジェンダ 21で掲げている「森林は流域の大切
な財産である」事が出発点であり、それを具現化する「県
境を越えた取組みをする事」が目的であり、更に「森林
環境譲与税は縛りのない自由度の高い譲与税なので、さ
まざまな事を達成するための手段である事」の共有を確
認しておきます。
　市町村にはそれぞれ地域事情により譲与税の使途を決
められ、余裕があれば新たな上下流交流の手段にも活用
出来ます。全国的にはすでに他の財源での交流実績を譲
与税に付け替えており、新たな事例は少ない。自治体間
連携事例には多摩川源流や荒川源流自治体との連携や品
川区では山梨県早川町と区民による里山再生事業、その
他上流域の木材利用・普及啓発・カーボンオフセット・
林業体験・新生児への木製品贈呈などさまざまな事例が
あります。
　譲与される金額は 50％が私有林の人工林面積、20％
が林業者 30％が人口割りになっており、制度策定過程
での自民党の勉強会で「人口割り」への懸念を提言しま
した。自民党の「地球温暖化の防止のための森林吸収源
対策プロジェクトチーム」で「人口割の基準 30％の基
準が適切か」の議論が始まるようです。また積み立ての
金額が多いことにプロジェクトチームから懸念がありま

蔵治先生資料

「事例報告」
＊都留市の取組み：後藤孝氏（農林振興担当）
「都留市森林経営管理制度推進方針」～山地災害に強い
森林づくり～
・森林経営管理制度の円滑な推進及び森林環境譲与税の
効果的な運用を図り、さらに山地防災を全面に押し出す
イメージでの森林施業を重点的取組方針とした。

「重点的に取り組む施策」
（1）森林施業の優先順位
「意向調査全体計画の策定に向けた取組み」：基礎資料の
データーベース化（GIS による森林情報の一元管理）・
経営管理が行われていない森林の抽出、所有者リストの
作成、“森林経営に適した森林・適さない森林”の分類
について、（一社）山梨県森林協会に業務委託。

＊ ｢都留市林業振興推
進会議」林業経営体・
関係行政機関・有識者
(蔵治光一郎氏 )に委員
委嘱。全体計画 (素案 )
に対する意見・要望を
伺う中で、優先順位付
けを行い、R4年度中に
策定。R5年度からは森
林整備に着手予定。
(2) 間伐材の活用促進
「富士の麓の小さな城下
町」：「城下町景観整備

＊上野原市・相模原市の連携取組み：中田無双氏（北都
留森林組合参事）　

＊参加者発言
・山梨県：県への譲与税は年間 6000 万円。県の役割は
自治体単位では出来ない人材育成、森林整備のデジタル
化・県産材利用促進事業、意向調査事業への助言・支援。
相談窓口として山梨県森林協会に職員常駐。。
・市町村：ナラ枯れ対策に投資・意向調査など単独事業
のみ。山林境界の不明確が多く、意向調査が推進できて
ない。企業のバイオマス発電事業への材の供給支援を検
討。
・森林組合：税の活用で森林所有者に還元できれば、次
世代に繋がる。この会の参加を機会に税への対応に取り
組みたい。市町村の考えが重要なので、組合からも提案
をして行きたい。流域連携での活用も望ましい。
・企画担当：流域全体で材を動かし、地産地消推進に繋
がる事を期待したい。水源保全・CO2 削減にも関わる
ので、森林教育・材の利用を下流域へアピールする事が
必要。　

＊まとめ蔵治先生：「森林は流域の大切な財産である」
は「所有者の財産である」と同時に、下流部の水源・洪
水等の防災の視点から「流域全体の財産」の二重の意味
があり、両面で対応することが必要です。所有者の森林
離れの原因には、立木から建材までの流通過程で構造上
高額となる一方で、所有者の「金にならない、金を食う」
の課題があり、流域は水源・防災に関する安心安全につ
いては運命共同体であるので、所有者にいかに金が廻る
かを全体で考える必要があります。また都留市の「災害
に強い森林づくり」の基本方針は下流部への説得になり、
下流部に産地指定をし流域材利用をお願いする事も必要
かと思います。
コンソーシアム構想の「税の一部を流域自治体で出し合
い原資にする」は良い提案ですが、首長レベルの意向が
重要です。

として黒塀塗炭事事・木製名札開発 (地産の木材と甲斐
絹ネクタイ生地ストラップ・林福連携）」を推進・発信。
（3）木材流通：水源涵養の視点から、下流域自治体に働
きかけ都市部住民向け山林・林業体験プログラムの提供
及び既存事業の子ども向け森林教育プログラムの充実に
より、都留市産材の普及啓発・利用促進に繋げる。レー
ザーカッターの導入による木へのふれあい体験。
（4）お城山環境整備事業：全庁的な取組み。歴史的価値
保存・災害防止・観光振興の視点で、城趾周辺の私有林
の整備を行うことで、モデル林として活用予定。
（5）人材育成・人材確保
①「地域おこし協力隊の活用」（3名）：情報発信、商品
開発等に従事。南都留森林組合が支援機関。
②「都留市森の学校」南都留森林組合へ業務委託。　　　　　
講座内容：基礎講座・特別講座（都留市以外の方でも受
講可）
＊南都留森林組合　竹田仙比古氏
・プロの育成ではなくメインターゲットは、森林離れを
している 60代の森林所有者の育成。地域のキーマンづ
くりで次世代に繋げる。
③ JFC（ジュニアフォレスターズクラブ）事業（月一度）
・将来の担い手の育成 /確保の環境づくり：市内・近隣
地域在住中・高生対象の青少年育成プログラムを展開。
共催：南都留森林組合・後援：都留文科大学
都留市資料（森の学校チラシ）

・運営北都留森林組合「下流域へ向けての森林体験事業」
・目的：森林での森林学習や間伐体験を通して、水源の
　森の大切さ等を学ぶ。
・対象：相模原市民個人、親子での参加
・Ｒ 4年度から実施。実施期間 8月 1～ 5日　
・費用負担：1年目は上野原市、2年目以降は相模原市
　の譲与税での負担。
＊提案 :（株）つくば林業　松浦晃氏 ( 神奈川県 )
・「地理空間情報（マプリィ）によるアプリプラットホー

すが、将来に掛かる莫大な整備費に備えて財源を積み立
てておく事には合理性があります。
　最後に、森林環境譲与税で森林整備が出来るのかが懸
念されます。意向調査だけで最低 15年かかり､ さらに
地籍調査未終了地区への対応課題や、都留市の事例で
は私有林（人工林）の年間整備可能面積が全体の約 2/3
に止まり、条件不利地を 1/3 とすると終了まで約 50年
かかるとされています。50 年先まで事業を継続する事
を真剣に考えているか、政府・国民（納税者）にあるの
か疑わしく感じています。

ム」：森林領域を中心に、位置情報とその関連情報デー
タ。
3次元の地形・地図や、苗木の育成状況・樹高・立木直
径などの測量データ、特定地点・区域の位置情報などの
取得・利用ができる。基礎情報を iPhone・iPad で撮影。
林業者や地元住民も参加し、譲与税で情報提供者に日当
を支払う。
・「桂川・相模川流域森林コンソーシアム構想」：流域で
起こる山林災害等の情報が、リアルタイムで共有でき迅
速な対応に繋がる。流域で集合すれば大きな力を発揮出
来る。

流域で考える森づくり
森林環境譲与税の活用交流会



『
古
事
記
』の
本
文
の「
焼や
け
づ津
」は
、本も
と
お
り
の
り
な
が

居
宣
長
の
注
釈
書『
古
事
記
伝
』

な
ど
、一
般
に
「
焼
遣
」
と
書
く
。「
津
」
の
古
体
字
「　
」
を
、「
遣
」

に
読
み
誤
っ
た
も
の
。
古
体
字
は
、
漢
籍
の
許き
ょ
し
ん慎

の
『
説せ
つ
も
ん
か
い
じ

文
解
字
』

（
一
〇
〇
年
自
序
）
巻
一
一
上
に
見
え
て
い
る
。 の

注
釈
書『
古
事
記
伝
』

「　
」
を
、「
遣
」

の
『
説せ
つ
も
ん
か
い
じ⑦ ⑧

『
古
事
記
』
の
「
焼
津
」
は
相
模
に
あ
り

　
静
岡
県
中
部
に
位
置
す
る
「
焼
津
市
」
だ
が
、朝
廷
の
最
古
の
史
書
『
古
事
記
』
で
は
「
焼
津
」

の
地
名
は
「
相さ

が
む
の
く
に

模
国
」
に
由
来
す
る
と
伝
え
て
い
る
。
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
記
す
。

相
模
川
の
源
流
は
相
模
郷

　
『
古
事
記
』
に
は
、
景
行
天
皇
代
に
、
御
子
の
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
が
「
相
武
国
」
で
、「
国
造
」
の
野
火
攻
め

に
遇
う
物
語
が
あ
る
。
律
令
社
会
で
の
「
相
模
」
と
い

う
国
名
は
、
サ
ガ
ム
か
ら
の
転
化
で
あ
ろ
う
。
道
志
の

　
本
来
、
相
模
川
の
源
流
は
、
現
在
の
道
志
川
で
あ
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
道
志
川
が
合
流
す
る
地
点
よ
り
上

流
の
地
域
で
は
、
相
模
川
は
江
戸
時
代
か
ら
ず
っ
と
、

「
桂
か
つ
ら
川
」と
呼
ば
れ
て
き
た
。流
域
の
村
々
も
、「
桂か
つ
らの
里
」

を
称
し
て
い
た
。

　

山
梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
の
谷
が
、「
相
模
國
」
に

属
し
た
こ
と
は
、
朝
廷
の
正
史
『
六り
っ
こ
く
し

国
史
』
の
一
つ

『
日に
ほ
ん
こ
う
き

本
後
紀
』
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
三
月
二
日
の

記
事
や
、
そ
の
地
勢
か
ら
し
て
も
疑
い
な
い
。

　

九
世
紀
の
地
方
行
政
組
織
を
反
映
し
て
い
る
と
い

わ
れ
る
、
承
平
年
間
（
九
三
一
―
）
の
成
立
と
す
る

『
倭わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

名
類
聚
抄
』
で
は
、
甲
斐
国
都
留
郡
の
郷
名
の
最

初
に
「
相
模
」
が
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
直

前
に
起
こ
っ
た
富
士
山
の
噴
火
に
よ
る
被
害
を
復
興
す

る
た
め
に
、
直
接
の
災
害
の
少
な
い
相
模
郷
を
都
留
郡

に
編
入
し
て
、
そ
の
再
生
の
拠
点
に
し
た
か
ら
に
ち
が

い
な
い
。

　
こ
の
「
相
模
郷
」
が
ど
こ
か
と
い
う
問
題
を
、
道
志

村
の
組
織
か
ら
明
快
に
分
析
し
た
の
は
、
文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
成
立
の
松
ま
つ
だ
い
ら平

定さ
だ
ま
さ能

編
『
甲か
い
こ
く
し

斐
国
志
』
巻

五
十
三
「
相
模
郷
」
で
あ
る
。

　

当
時
の
道
志
村
で
の
伝
え
で
は
、
相
模
分
の
中
川
・

箒ほ
う
き
ざ
わ
沢
な
ど
の
山
村
の
「
山
相
模
」
は
道
志
と
一
つ
の
村

で
、
富
士
山
の
小
天
井
か
ら
神か
ん
の野
川
の
蛭ひ
る
が
た
け

ヶ
岳
大
コ
ヒ

ジ
カ
メ
ワ
ま
で
で
あ
っ
た
。
総
称
は
「
相
模
ノ
郷
」
で
、

中
川
・
箒
沢
・
道
志
は
、
郷
の
中
の
村
名
で
あ
る
。
道

志
の
谷
・
中
川
の
谷
を
含
め
て
、
富
士
東
麓
か
ら
蛭
ヶ

岳
ま
で
が
、
相
模
郷
に
な
る
。

　

律
令
制
以
前
、
地
域
の
土
豪
は
「
國
く
に
の
み
や
つ
こ

造
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
い
、
九
世
紀
の
成
立
と
い
う
上
代
の
史

書
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十
「
国こ
く
ぞ
う造

本ほ
ん
ぎ紀

」
に
は
、
全

国
の
国
造
の
具
体
的
な
記
述
が
あ
る
。
相
模
国
に
相
当

す
る
地
域
に
は
、「
相さ
が
む模
国
造
」と「
師し
な
が長
国
造
」が
あ
っ

た
と
す
る
。

﹇
蛭ひ
る
が
だ
け

ヶ
岳
遠
望
﹈

中
川
の
谷
の
反
対
側
か
ら

津
久
井
郡
鳥
屋
村
（
現
、
相
模
原
市
緑
区
）

の
早
戸
川
の
大
滝
か
ら
、
丹
沢
山
地
最
高
峰

「
蛭
ヶ
岳
」を
望
む
。『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

（
一
八
四
一
年
成
立
）
明
治
二
十
一
年
十
月
版

よ
り
。

谷
か
ら
中
川
の
谷
に
続
く
山
地
一
帯
が
「
相
模
ノ
郷
」

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
小
天
井
か
ら
蛭
ヶ
岳
に
か
け
て

の
山
地
が
、
本
来
の
サ
ガ
ム
・
サ
ガ
ミ
の
地
で
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。

　

大
き
な
河
川
で
は
、
し
ば
し
ば
上
流
部
分
の
呼
称

が
、
そ
の
ま
ま
河
口
部
分
で
も
生
き
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
を
見
る
と
、
多
摩
川
は
、

甲
斐
国
都
留
郡
丹
波
村
に
発
し
、「
正
保
年
中
改
定
図
」

な
ど
で
は
、河
口
に「
タ
バ
川
」と
記
す
。「
相
模
川
」も
、

「
相
模
郷
」
か
ら
流
れ
出
し
た
大
川
で
、
海
ま
で
そ
の

名
で
呼
び
、
そ
れ
が
国
名
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
古
事
記
』
の
「
焼
津
」
は

中
川
に

　
「
相
模
」
の
国
名
は
隣
国
の
甲
斐
に
発
し
て
い
た
。

　

静
岡
県
焼
津
市
と
同
じ
「
焼
津
」
と
い
う
地
名
が
、

国
土
地
理
院
の「
地
形
図
」（
二
万
五
千
分
の
一
）「
中
川
」

に
は
、
山
北
町
の
中
川
の
谷
の
下
流
域
の
右
岸
に
記
さ

れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
の
地
誌
『
新
編
相
模
国
風
土
記

稿
』（
一
八
六
七
年
成
立
）の
足
柄
上
郡
中
川
村
の
条
に
、

小
名
「
ヤ
ケ
ズ
」
と
し
て
登
場
す
る
、
古
い
集
落
の
名

残
で
あ
る
。

　
こ
の
「
焼
津
」
と
い
う
地
名
に
私
が
こ
だ
わ
る
の
は
、

朝
廷
の
最
古
の
史
書
『
古こ

じ

き
事
記
』（
七
一
二
年
）
の
景

行
天
皇
の
段
に
、
御
子
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
東
国
の

「
相さ
が
む
の
く
に

模
国
」
で
、「
国
く
に
の
み
や
つ
こ

造
」（
支
配
者
）
の
火
攻
め
に
遇
っ

た
と
き
、
賊
を
向
か
い
火
で
亡
し
た
の
に
由
来
す
る
地

名
で
あ
る
と
、
伝
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
現
代
で
は
、
な
ぜ
か
『
古
事
記
』
の
増
補
改
訂
版
に

相
当
す
る
『
日
本
書
紀
』（
七
二
〇
年
成
立
）
が
、「
駿

河
」
で
賊
を
焼
き
滅
ぼ
し
た
の
が
「
焼
津
」
で
あ
る

と
す
る
伝
え
が
有
力
で
あ
る
。
朝
廷
の
法
典
で
あ
る

『
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
』（
九
二
七
年
撰
進
）
巻
九
「
神
名
式
」
駿
河

国
益ま
し
つ津
郡
の
「
焼や
き
つ津
神
社
」
を
、
そ
の
遺
跡
と
見
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
「
焼
津
」

の
物
語
の
大
き
な
違
い
は
、
単
純
に
舞
台
が
「
相
武
」

か
「
駿
河
」
か
で
あ
る
。
朝
廷
の
神
事
を
支
え
に
来
た

忌い
ん
べ部

氏
の
家
伝
を
記
す
『
古こ

ご語
拾し
ゅ
う
い遺

』（
一
八
〇
七
年

成
立
）
で
は
、
全
般
に
『
日
本
書
紀
』
と
共
通
す
る
古

伝
を
記
し
な
が
ら
、「
草
く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

薙
剣
」
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

が
東
征
の
と
き
、
相
模
国
で
、
野
火
の
難
を
さ
け
る
の

に
用
い
た
と
し
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
に
精
通
す
る
古
典
学
者
の
西に
し
み
や宮
一か
ず
た
み民
は
、

「
焼
津
」
を
相
模
と
す
る
の
は
、『
古
事
記
』
で
唯
一
の

地
理
的
矛
盾
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
を
裏
返
せ
ば
、

「
焼
津
」
は
相
模
国
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
証
言
に
も

な
る
。
こ
の
経
緯
を
追
い
な
が
ら
、私
は
『
日
本
書
紀
』

の
編
述
者
の
中
に
、「
焼
津
」
を
相
模
国
か
ら
駿
河
国

に
移
し
た
人
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　
正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
以

前
か
ら
、舎と
ね
り人
親
王
の
一
族
の
所
領
が
、相
模
国
に
あ
っ

た
。
親
王
が
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
責
任
者
で
あ
っ
た

と
す
る
と
、
相
模
国
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
討
と
う
と
す

る
国
造
が
い
た
と
す
る
物
語
を
、
駿
河
国
に
移
し
た
編

修
者
が
、
い
た
か
と
思
え
る
。

　

そ
れ
を
駿
河
国
の
焼
津
と
し
た
の
は
、『
万
葉
集
』

巻
三
（
二
八
四
番
）
の
春
か
す
が
の
く
ら
の
お
び
と
お
ゆ

日
蔵
首
老
の
歌
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。「
焼
津
辺
を
吾
が
行
き
し
か
ば
、
駿
河

な
る
阿あ

べ倍
の
市い
ち
ぢ道
に
、
あ
ひ
し
児
ら
は
も
」。
し
か
し
、

こ
の
歌
は
、
中
川
の
谷
の
焼
津
で
、
駿
河
の
市
を
回
想

し
て
い
る
形
の
歌
で
あ
る
。

﹇
春
日
蔵
首
老
の
「
焼
津
辺
」
の
歌
﹈

西
本
願
寺
本『
万
葉
集
』巻
三（
古
典
文
庫・二
、

昭
和
二
十
二
年
二
月
刊
）
よ
り

﹇『
古
事
記
』
の
「
焼
津
」
の
表
記
―
「
津
」
の

古
体
字
﹈

（
お
詫
び
）

　
前
号
ま
で
の
連
載
の
一
部
に
連
載
番
号
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
号
の
連
載
番
号
は
「
25
」
と
し
ま
す
。
な
お
、
過
去
の
連
載

番
号
に
つ
い
て
は
著
者
了
解
の
う
え
で
修
正
は
行
い
ま
せ
ん
。著
者
、

及
び
読
者
の
皆
様
に
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

川
の
記
憶
を
訪
ね
て
（
25
）

●
小
島
瓔　
／
愛
川
町
在
住　
琉
球
大
学
名
誉
教
授

瓔　
／
愛
川
町
在
住　
琉
球
大
学
名
誉
教
授

禮
UD新ゴ Pro-L16Q

↑アウトライン作成済み

禮



⑨ ⑩

【相模原市大島のヤツボ】

桂川・相模川流域の湧水を訪ねて（３）
報告者●中門 吉松／市民会員

１．ヤツボの語源
　語源については、渾々と湧き出る泉が八ヶ所あ
るところから「八ッ壺」と言われるようになった。
地形的な立場から「ヤ（谷）」＋「壺（ツボ）」と
考えられるなど諸説があるようです。

２．相模原市の史跡（遺跡）としてのヤツボ
１）大島中ノ郷のヤツボ　（No50：H18年 4月）　　　

３）大島古清水上組のヤツボ（No78:H25 年 4月）
　桂川・相模川流域協議会（さがみ地域協議会）
がカワラノギク保全活動をしている神沢河原に面
した清岩寺近くの急崖な場所にある。登録史跡看
板横の急な階段を降りたところに、石組みで湧

　相模野台地の相模川に沿った急崖の露頭から湧
き出る清水周りのを岩盤を削り、石垣で囲うなど
して水を溜めて利用する場所を「ヤツボ」と呼ん
でいます。江戸時代から地域の人々の生活の場と
なっていましたが、現在では利用することが少な
く枯渇したところもあるが、一部は史跡登録して
地域で守り大切に保存されている。

相模原市史自然編より
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河川敷や丘陵に見られる植物
●長岡 恂／厚木植物会

ミズキ（ミズキ科）
　里山のミズキが満開になるとよく目立つ。枝は幹から階段
状に出て広げるので、遠くからでも白い水流が滝のように落
ちるようだ。枝が水平に広がっているので、「テーブルツリー」
とも呼ばれる。近くに寄ると花の香りが強く、アブや甲虫類
がたくさん集まっている。
　背中のハートマークのカメムシは、ミズキの葉裏に卵を 60
～ 70 個ほども固めて産み付ける。このカメムシ“エサキモ
ンキツノカメムシ”の母親は、その卵塊に覆いかぶさるよう
に止まり卵を守る習性がある。一般のカメムシ類にはない習
性で、孵化して幼虫になっても保護している母親はハートの
心そのもの。
　ミズキ属で葉が互生するのは本種だけ。他のミズキ属、ク
マノミズキ、ハナミズキ、ヤマボウシは対生。若枝は冬に赤
みを帯びる。冬芽も赤い。この枝に食紅で色づけされた色と
りどりの団子（餅花）を飾り、五穀豊穣を祈る小正月の行事
が各地にある。養蚕農家ではまゆ玉と呼ばれる。（樹木と方言：
倉田悟 1962）
　材は白く柔らかく加工がし易い。丹沢大山ではおみやげの
コマや、箱根の寄せ木細工など郷土の工芸品に多用される。
この黒く艶のある実はクマの大好物で、山中ではクマ棚を見
掛けると言われるがまだ見たことはない。

　新緑の里山で房になって垂れ下がる実が目に付く。アカシ
デだ。「シデ」とは、神社やお祭りの結界でしめ縄や玉串に使
う紙（紙垂＝しで）で、長く垂れ下がる葉状の果苞の様子を
これに見立てている。別名を「アカソロ」といい、盆栽愛好
家はソロと呼ぶ。ソロと呼ばれる木は他にイヌシデ、クマシデ、
サワシバがあるが、それらに比べて小ぶりであり、新芽が赤く、
幹、葉を始めとした木全体も赤みを帯びることから、赤芽シデ、
赤目シデなどと呼ばれるようだ。
　北海道から九州まで日本各地の山地に分布する落葉樹。里
山のコナラ 2次林の主要な構成種だ。関東地方では雑木林や
河川沿いなどで普通に見られる。材は灰白色で、堅さと美し
さがあるが植栽されたものは少なく不揃いで、加工しにくい
とされる。櫛、家具類、床柱などに利用される。地域により
椎茸栽培の榾木（ほだぎ）に使われるようだが、クヌギやコ
ナラに比べて利用は少ない。
　高さのある木を植えられない庭では、種子から育てた雑木
林を感じられる盆栽にして新緑や紅葉を楽しむことができる。
種子は風散布型で紅葉の頃、風によってバラケ、翼を広げた
小さな実がクルクル回りながら風に乗り遠くへ飛ぶ。この様
子も見応えがある。

アカシデ（カバノキ科）

　湧水は基盤の中
津層群と陽原礫層
間から湧出してい
るという。少し急
なスロープ状の階
段を下ると玉石で
囲まれたヤツボが
現れる。現在は保

　相模川左岸の相模川
自然の村付近、基盤の
相模湖層群と田名原礫
層間から湧出している
という。つづら状に整
備された急な階段を下
ると、崖から湧き出る
清水を石垣で覆った窪地が現れる。上部の祭壇部
には、真ん中に八大龍王、左右に大日天、大月天
と刻まれた石塔があり、雨乞いの神として深く信

仰されたことが
分かる場所であ
る。
○注ヤツボは急崖
な場所が多いの
で、見学の際は
足元に注意をし
て見学されたい。

２）大島水場のヤツボ　（No51：H18年 4月）　

全のために底上げされて流れしか見えないが、積
まれた石の下から豊富な水が湧き出し、水路を流
れてその先は滝となって流下している。幅 2ｍ
長さ 5 ｍと広
く地域の水場
として利用さ
れていた様子
が良くわかる
ヤツボである。
近くの日々神
社の御神水と
しても利用さ
れたという。

水を堰き止
めたヤツボ
が見られる。
ここは水量
が豊富でヤ
ツボの原型
をみること
ができる場
所である。
○注足場が狭
いので落下
に注意。

ヤツボの場所

①

②
③
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⑪ ⑫

ムラサキトビケラ  
●守屋 博文／神奈川昆虫談話会

●日本産トビケラとしては最大級

　ムラサキトビケラは、大型の種が多いトビケラ
科の中で、最も大きな種を含むムラサキトビケラ
属の一種です。幼虫は、水の中に堆積した落ち葉
などの植物をかみ切って、環状に配列した円筒形
の筒巣を造り、その中に入って移動しています。
その大きさは終齢幼虫で約 4cm、その体を納め
る巣の大きさはさらに大きくなります。
　成虫も翅を広げると 7～ 8cmと大型で、夜間
灯火に飛来した時の迫力は、他のトビケラ類とは
比べものになりません。成虫の後翅は濃い紫色で、
中央やや外側に黄色い帯状の斑紋があり良く目立
ちます。ただ、止まっていると翅をたたんで屋根
状になるため、その模様を確認することはできま
せん。ムラサキトビケラの標準和名はこの翅の色
から付けられています。

●山地渓流に生息

　本種の幼虫は、山地渓流の落ち葉がたまった細
流や流れを外れた水溜まりなどで見られます。過
去の調査では、桂川・相模川水系の中・上流域の
各支流で確認されていますが、その数は多くない
ようです。
　堆積した落ち葉を使って筒巣を造っていますの
で、水面上からのぞき込んでも同系色で見つから
ず、網などで落ち葉ごとすくい上げ、バットにあ
けてやっと見つけられます。その大きさから、動
き出してくれればすぐに見つけることができま

す。刺激を与えると筒巣から脱出することがあり、
特に摘まみ上げるとその行動は顕著です。
　筒巣から出た幼虫を見ると、腹部に棒状の長い
気管鰓が目立ち、頭部背面には黒色条紋がはっき
りとみられます。

●水中の小動物を捕食

　これだけの大型種ですから、体の成長と維持の
ためには、よほど多くの小動物を捕食しなければ
ならないと思われます。確かに堆積した落ち葉の
中には、多くの水生昆虫や水生生物が潜んでいま
す。コバントビケラやオオカクツツトビケラなど
同じトビケラの仲間をはじめ、ヒメフタオカゲロ
ウの仲間やガガンボやユスリカの仲間といった水
生昆虫はもちろん、ミズムシやミミズ類など、落
ち葉を食べものとし、また隠れ場所とする生き物
は豊富です。ムラサキトビケラが生息する河川は、
多くの小動物の生息が必要不可欠であり、生物多
様性が保たれていることを物語っています。

幼虫と筒巣（松橋利光氏撮影）
頭部と
胸部背面

成虫

カマキリとカジカ
●工藤 孝浩／神奈川県水産技術センター内水面試験場（文・写真）

 相模川水系の魚たち⑦

　ともにカジカ科の在来種で、川底にへばりついて生活する底生魚です。一見するとハゼ類の様に見えますが、腹鰭
が吸盤状になっていないことからハゼではないことが分かります。両種は最近まで同じカジカ属とされていましたが、
2019 年にカマキリは別な属に位置づけられました。
　子供の頃から神奈川県を中心に魚採りをしてきた私にとって、カジカは「そこに行けば出会える魚」でした。カジカ
がいるのは、相模川・酒匂川水系の渓流域や境川の源流です。水中眼鏡をつけて冷たく清らかな流れに顔をつければ、
川底の石の上に愛嬌ある顔で鎮座する姿を、ほぼ 1 年中見ることができました。ところがよく似たカマキリには、50
歳を過ぎてなお 1 度も出会ったことがなく、私にとって憧れの魚となっていました。
　転機が訪れたのは 2018 年、私は長く務めた海の試験場から内水面試験場へと異動しました。日常的に川の調査に出
るようになれば、カマキリには時間の問題で出会えるだろうと思われました。しかし、２年が経ち、３年が経っても願
いはかないません。そして丸４年が過ぎようとした 2022 年３月、出会いは突然に訪れました。相模川河口における夜
間の集魚灯調査という意外な場で、ついに私はカマキリの幼魚を手にすることができたのです。なぜ幼魚はこんな場所
にいたのでしょうか？カマキリとカジカは、姿こそよく似ていますが、カジカが川の上流域で一生を送るのに対して、
カマキリは海での生活が必須なのです。

　最も大きな特徴は、エラブタの上部にあるカギ状の棘です
（写真は幼魚なので棘は未発達）。これでカマキリのように小
魚を捕らえると考えられたようです。またアユカケという別
名があり、この棘でアユを引っ掛けるというのがその由来で
す。
　本種は一生のうちに川と海とを行き来する通し回遊魚で、
未成魚から成魚は川で暮らしますが、海と同等の塩分がある
河口や海の岩礁域で産卵します。海に出て産卵する通し回遊
魚は、ウナギ類と同じ「降河回遊魚」に区分されます。福井
県では、アラレが降る頃に川を流れ下るものを「アラレガコ」
と称し、郷土料理で親しまれています。
　産卵期は冬で、ふ化した仔稚魚は浮遊生活をしつつ手近な
川へと入っていきます。私が捕まえた幼魚は、浮遊期から着
底期へ移るステージと思われ、夜間には集魚灯の光に誘われ
て水面近くに浮上するという興味深い知見が得られました。
環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（EN）、神奈川県レッド
データブックで絶滅危惧ⅠA類に指定される筋金入りの希
少種です。本種がここまで減ってしまったのは、河口堰など
の河川横断工作物の築造が原因です。本種は流れに抗する遊
泳力が弱く、アユやウグイが上れる魚道でも上ることができ
ません。相模川も酒匂川も下流に大きな堰があり、幼魚・未
成魚の遡上や成魚の降河が阻まれ、生活圏を縮小させている
ものと考えられます。

カマキリの幼魚（2022年３月５日、相模川河口右岸須賀港内産、
標準体長 18mm）

渓流におけるカジカの生態（1994年７月 21
日、酒匂川水系大又沢水深0.3ｍ、体長約70㎜）

   カマキリ    カジカ

　一生を川の中で過ごす純淡水魚です。卵は大きく、生まれ
た大きな仔魚は流れに抗する能力をもっており、親が棲む河
川上流域から流されることはありません。ところが近年は、
大型台風の襲来や頻発するゲリラ豪雨などにより、本種が棲
む渓流域の環境が荒廃し、その数を減らしてしまっているよ
うです。
　渓流域では、山からの土砂の流入によって川底の石のすき
間が埋まり、成魚や未成魚の生活空間が失われるとともに、
仔稚魚が下流へと流されやすくなります。生活空間のみなら
ず餌となる水生昆虫なども減り、出水があれば自身が下流へ
と流されるリスクが高まります。
　私は昨年冬、相模川中流域で立派な成魚を採り、何だか暗
澹たる気持ちになりました。おそらく出水で流された個体で、
流れを遡る能力を考えると渓流域へ戻れる可能性は絶望的と
思われました。大型魚ですらこの有り様ですから、幼魚や稚
仔魚については想像したくもありません。
　かつて本種は中山間部における貴重な蛋白源として珍重さ
れてきました。伝統的な食文化の価値が再認識されている現
在、中山間部における地域特産物として注目したい魚です。
生態系の保全と地域おこしのため、増殖に取り組んでもよい
のではと考えています。

カジカの成魚（2021年 12月 10日、相模川本流海老名市スポー
ツ広場地先産、標準体長 120mm）

相模川河口の須賀港
岸壁における集魚灯
調査（2022 年２月
18 日、平塚市千石
河岸）



▲コロナ禍で久しく交流が途絶えてしまっていた
山仲間と、第六波の来る前に、山へ行くことに
なった。しかし、連絡を取ってみると驚いたこと
に、この間に私を含めて３名が大病を患っていた。
70 を超えるとこうなのかと、そして、これまで
の登山の日日は大きな幸せに恵まれたものであっ
たと改めて思い知らされた。そんなこんなで、「今
度の登山は山歩き、リハビリ登山だね」というこ
とになった。▲さて、行先はどこにしよう。全権
委任の私は考えた。3時間未満で登って降りてこ
られる山。静かで、展望もあり、山の雰囲気の良
い山。思いついたのは高川山あった。考えたルー
トは、南面の古宿からのシラクラ沢コース。体力
的な負担を少なくするために、林道の上部まで車
で行く。これで禾生駅や田野倉駅から歩いた場合
より、行程は１時間近く短縮される。▲車のデポ
地からのシラクラ沢コース入り口まで林道を 10
分余り。ここから山道に入る。沢コースと言って
も、沢沿いは 5分程、すぐに左に斜上していく。
少し滑りやすいが、皆、慣れたものだ。10 分程
で頂上につながる尾根に乗る。この尾根歩きは明
るく、振り返れば富士。急な部分と平坦なところ
が交互にやって来る。上部に右から合流してくる
小尾根が見えるようになると、一段と傾斜はきつ
くなり手も使うようになる。しかし、短時間でこ
こを登り切れば平坦な地に出る。季節によればこ
こではカタクリが見られる。もう頂上直下と言っ
てよいのだが、左にロープのついた岩場が待って
いる。案内にある難所がこれである。傾斜は緩い
が下部にスタンスが見つけにくい。しかし、変に
これを嫌って岩場から逃げようとしたらかえって

桂川･相模川流域の

名低山 高川山
報告者●中村 光義

 ⑬ ⑭菅野川、戸沢川合流部付近

▲南には大きな富士。都留の街の開けた谷越しに
裾野からすっきりと整った姿だ。富士が一番均整
のとれた姿で眺められるのはこの方角からだとき
く。いくつになってもお昼のお弁当の時間は楽し
いもの。お互いの近況などを伝え合いながらのん
びり過ごした。▲下山は大月方面、田野倉・禾生
方面、出発はみな一緒で東に向かう。狼煙場跡を
見て、すぐ大月方面に向かう尾根ルートを離れて
下りにかかる。私たちはちゃっかりお手軽ルート
なので、林道にぶつかるまで一途に下るだけ。田
野倉に向かう分岐を見送ってから、林道に降り立
つ。車まではごく短時間で戻れ、道の駅つるで解
散。今のこの時期、体力的にはちょうど良い低山
歩きとなった。▲高川登山で多いのは JR 初狩駅
から北面を女坂か男坂を選択して登り頂上へ。下
山は、田野倉か尾根を忠実に最後までたどって大
月に出る。また、富士急行の田野倉や禾生から南
面を登るコースもある。初狩の登山口を西に向

かい屏風岩を経
て、鍵掛峠，羽根
子山と大回りに高
川山へ向かうバリ
エーションルート
もある。取り付き
は藪っぽく、峠の
手前で尾根を外れ
左下に降りる所は
見送ってしまいが
ち。気を付けたい。

山梨百名山山梨百名山
高川山

その９

危険である。岩場を抜けるともう頂上の一角。こ
の日は大きな団体も居てにぎやかであった。

2022 年度（令和 4年度）桂川・相模川流域協議会定期総会報告

定期総会開催
報告者●山梨県事務局

　3年ぶりに対面で定期総会が開催されました。
　最初に、大阪商業大学の原田禎夫准教授から「未来のために知っておきたい、海とプラスチックの話」
と題して講演をしていただきました。
　その後、各地域協議会から昨年度の活動状況の報告が行われました。
　引き続き行われた議事では、市民部会の市村さんが議長に選出され、総会成立（会員数 158 人・団体、
有効数 124（出席者 29人・団体、委任状 95通））の報告の後、昨年度の事業報告及び決算報告、今年
度の事業計画及び予算、役員改選についての審議が行われ、原案どおり承認されました。

【海のプラスチックごみの実態】
　日本の海や川でも、ペットボトルや食品の包装
などたくさんのプラスチックごみが見つかりま
す。そして、大きなごみだけではなく、細かいマ
イクロプラスチックもたくさんあります。
　グラウンドなどに敷かれた人工芝は靴で擦れた
り、紫外線で劣化して小さな破片となります。ま
た、小さなプラスチックカプセルに包まれた肥料
は緩効性（ゆっくり長く効く）があり、環境に優
しいと推奨されてきましたが、使い終わった後に
プラスチック製のカプセルが残ります。
　こうしたプラスチックごみは、雨が降ると、町
から川へ、そして海へと流れ出します。海へと流
れ出したプラスチックごみは、遠く離れた無人島
に住む海鳥の命も脅かしています。
　太平洋のミッドウェイ島に生息するコアホウド
リの幼鳥は、親鳥が餌と間違えてペットボトルの
フタや歯ブラシ、ライタ
ーなどさまざまなプラス
チックごみを与えた結果、
大量のプラスチックをお
腹にためて命を落として
います。
　このような海のプラス
チックごみのうち、陸か
ら川を通じて流れ出した
生活ごみが約 8割を占め
ています。

【川のプラスチックごみへの取組】
　海に流れ出すプラスチックごみを減らすため、
川のプラスチックごみ対策に取り組むことが大切
です。
　スマートフォンの位置情報機能を利用したごみ
マップ・システムでは、どこに、どんなごみが、
どのくらいあるのかを地図上に示すことで、身近
な河川の様子を知ることが出来ます。
　京都府亀岡市では、レジ袋の提供を禁止する「プ
ラスチック製レジ袋の提供禁止に関する条例」が
全国ではじめて施行（令和３年１月）されました。
　亀岡市内を流れる河川で行っているプラスチッ
クごみ調査では、条例施行後にレジ袋が激減しま
した。
　川が海につながっていることを感じながら、身
近な河川のプラスチックごみ対策に取り組んでほ
しいと思います。

日付：2022年 6月 11日（土）　　　
場所：サンエール相模原（相模原市）

講演内容

原田禎夫准教授

【プラスチックごみ対策を進めていくために】
　プラスチックごみを無くす魔法はありません。
　地域、企業、行政のありとあらゆる取組を総動
員する必要があります。
　何が問題で、何をする必要があるのかについて
社会の中で価値観を共有し、プラスチックごみ対
策の仕組みを作っていく必要があります。
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